
 

第１９２回教育研究評議会＜議事要録＞ 

 

日 時   令和３年６月２１日（月） １４：００ ～ １５：３０ 

場 所   ＜TV会議により実施＞ 

本部棟３階 特別会議室，本部棟５階 大会議室，医学部 第１会議室 

出席者 服部学長，藤田理事，肥後理事，大谷理事，椎名理事，長澤理事，金山副学長， 

松崎副学長，増永副学長，丸橋法文学部長，加藤教育学部長， 

      磯村人間科学部長，鬼形医学部長，伊藤総合理工学部長， 

川向生物資源科学部長，田中評議員，河添評議員，髙橋評議員，石原評議員，

小俣評議員，松本評議員，河野評議員，廣光評議員，境評議員，村川評議員，

杉江評議員 

オブザーバー   千家監事 

欠席者   向副学長 

〔陪席：附属義務教育学校校長，企画部長，教育・学生支援部長，総務部長，財

務部長，法文学部事務長，教育学部・人間科学部事務長，医学部事務部

長，自然科学系事務部長，教育企画課長，学生支援課長，総務課長，自

然科学系第二課長〕 

 

議題１ 令和２事業年度に係る業務の実績に関する報告書について 

 ○ 肥後理事から令和２事業年度に係る業務の実績に関する報告書について説明があり，

審議の結果，軽微な修正については学長に一任することとして原案通り議決された。 

議題２ 一般社団法人山陰インバウンド機構とのパートナーシップ協定書の締結について 

 ○ 肥後理事から一般社団法人山陰インバウンド機構とのパートナーシップ協定書の締結

について説明があり，審議の結果，原案どおり議決された。 

議題３ 令和４年度の入学式開催日について 

 ○ 肥後理事から令和４年度の入学式開催日について説明があり，審議の結果，原案通り

議決された。 

 

協議事項１ 第４期中期目標・中期計画について 

 ○ 学長から第４期中期目標・中期計画について説明があった。 

 ○ 千家監事から，第４期中期目標・中期計画と島根大学ビジョン 2021とどの程度内容に

重なりがあるのかとの質問があった。学長から，中期目標大綱（案）に挙がっていてビ

ジョンでも触れている項目については最大限一致させるように作っているとの回答があ

った。 

 ○ 川向評議員から，創設を予定している「ナノ学位プログラム」はどのようなイメージ

なのかとの質問があった。肥後理事から，名称については検討中だが，１０単位程度を

取得することで一定の技能が身に付く副専攻プログラムのようなものをイメージしてい

るとの説明があった。学長から，専門性を深めながらそれに加えて社会に出て役立つス

キルを身に着けることに意欲を持つ学生を育てていくための受け皿となるプログラムを

作りたいとの説明があった。 

報告事項１ 令和３年度入試実施状況について 

 ○ 肥後理事から令和３年度入試実施状況について報告があった。 

 ○ 増永評議員から，特別選抜の割合を４割に引き上げるとのことだが，どの入試選抜を

増やそうとしているのか等アイデアはあるのかとの質問があった。肥後理事から，地域

枠に関しては文科省と交渉する。入試の改善に関してはこれまで各学部からの提案を全



 

学の入試委員会で審議する形をとっていたが，大学として戦略的に受験生を増やすため

の方略を立て，それを学部と協議していく形にしていきたいとの説明があった。 

 ○ 千家監事から，全学で共通認識を持ったうえで検討を行うためにも入試のデータをな

るべく早く出すよう依頼があった。 

報告事項２ 令和３年３月卒業・修了者の進路状況について（令和３年５月１日現在） 

○ 肥後理事から令和３年３月卒業・修了者の進路状況について報告があった。 

○ 小俣評議員から，第４期の指標に関して，県内就職者数は景気にかなり左右され目標

値を掲げるにはリスクを伴うため，大学院進学者数を増やす方が目標達成に有効な手立

てではないのかとの意見があった。肥後理事から，県内からの入学者や県内への就職者

を増やすためのプロジェクトチームが立ち上がっており，そこでの検討・検証の結果を

またご報告するとの説明があった。 

報告事項３ 先進医療電磁工学共同研究講座の設置について 

○ 大谷理事から先進医療電磁工学共同研究講座の設置について報告があった。 

 

報告事項４ 「しまだい留学 WEEK２０２１」実施報告について 

○ 大谷理事から「しまだい留学 WEEK２０２１」実施報告について報告があった。 

 

報告事項５ 国際交流協定の締結について 

報告事項６ 教員の採用等について 

 ○ 報告事項５及び６は書面をもって報告に代えた。 

 

最後に，大谷理事から SDGsのアンケートの実施状況についての報告及び回答への協力依頼

があった。 


